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◆ キーワード　異賊来攻／伝説の現在／語り／伝承と個人／伝説の力

敦
賀
市
五い

つ
は
た幡
の
「
蒙
古
来
攻
伝
説
」
に
つ
い
て

│
そ
の
生
成
変
化
と
現
在
│

塩	

瀬　

博	

子　

一　

は
じ
め
に�

日
本
海
に
面
し
た
福
井
県
に
は
、
複
数
の
渡
来
系
伝
説
が
伝
わ
っ
て
お

り
、
そ
れ
は
こ
の
地
が
古
来
外
に
向
か
っ
て
開
か
れ
、
異
文
化
接
触
の
舞

台
を
担
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
敦
賀
と
い
う
地
域
に
限
る
と
、

都つ
ぬ
が
あ
ら
し
と

怒
我
阿
羅
斯
等
の
説
話（
１
）、

ま
た
新
羅
系
の
人
々
を
受
け
入
れ
、
融
和
に

至
っ
た
痕
跡
を
示
す
白
木
と
い
う
地
名
や
、
白
城
、
信し

露ら

貴き
ひ
こ彦
神
社
の
存

在
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
異
文
化
を
受
け
入
れ
て
き
た
敦
賀
湾

周
辺
に
は
十
三
世
紀
の
「
蒙
古
襲
来
」
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
起
こ
っ

た
異
賊
来
攻
を
指
す
「
蒙
古
来
攻
伝
説
」
が
点
在
す
る
。
こ
の
伝
説
は

柳
田
國
男
の
『
日
本
伝
説
名
彙
』（
柳
田	

一
九
五
〇
）
に
載
せ
ら
れ
て
い

る
。「
傳
説
の
拠
り
所
と
な
っ
て
居
る
個
々
の
地
物
を
、
分
類
の
目
安
に
立

て
」（
柳
田	

一
九
五
〇	

ⅵ
）
た
も
の
で
、「
木
の
部
」「
石
・
岩
の
部
」「
水

の
部
」「
塚
の
部
」「
坂
・
峠
・
山
の
部
」「
祠
堂
の
部
」
の
六
つ
に
分
け
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
「
塚
の
部
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。（
柳
田　

一
九
五
〇　

三
六
五
）

　

こ
こ
に
あ
る
耳
塚
は
、
聖
武
天
皇
二
十
年
に
蒙
古
来
寇
の
と
き
、

鉄
輪
そ
の
他
の
賊
の
首
を
埋
め
た
処
と
い
い
、
武
内
刀
禰
が
鉄
輪
を

追
回
し
た
岩
を
追
岩
、
首
を
取
っ
た
処
を
首
取
坂
と
い
う
と
。（
南
越

民
俗　

二
）
（
２
）	

福
井
県
敦
賀
郡
東
浦
村
五
幡
（
現
敦
賀
市
）

こ
の
戦
い
の
場
は
五
幡
と
隣
村
で
あ
る
江
良
の
村
境
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
処
刑
場
で
あ
っ
た
耳
塚
は
地
元
の
人
か
ら
「
く
び
と
」
と
呼
ば
れ
、

夜
は
こ
の
辺
り
を
通
る
な
、
と
さ
れ
て
き
た
。
異
国
の
兵
士
た
ち
は
弔
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
屍
は
千
年
以
上
に
渡
り
放
置
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
「
塚
の
部
」
の
同
頁
に
は
こ
れ
と
似
た
伝
説
が
も
う
一
篇
記
載

さ
れ
て
い
る
。

旧
和
気
郡
新
浜
村
飛
地
の
北
山
と
い
う
処
に
あ
り
、
往
古
越
智
益ま
す
み躬

、

播
州
蟹
坂
に
お
い
て
外
寇
の
賊
将
鉄
大
人
と
そ
の
従
者
を
誘
殺
し
、
そ
の
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従
者
の
耳
を
切
り
埋
め
た
処
と
い
う
が
、
今
は
そ
の
所
在
明
ら
か
で
な
い

と
。（
伊
予
温
故
録
）	

愛
媛
県
温
泉
郡

兵
庫
県
南
部
の
播
州
明
石
市
に
あ
る
稲
爪
神
社
に
は
こ
れ
を
裏
付
け
る

よ
う
な
謂
れ
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
神
社
の
由
緒
に
よ
る
と
、
推
古
天
皇
の

御
代
、
三
韓
が
鉄
人
を
大
将
と
し
て
八
〇
〇
〇
余
人
来
攻
し
た
る
際
、
伊

予
国
小お
ち
の千

益
躬
が
勅
命
を
受
け
て
播
州
明
石
に
て
迎
え
討
っ
た
。
そ
の
際

祈
願
し
た
大
山
祇
大
神
の
お
か
げ
で
稲
妻
稲
光
の
中
で
鉄
人
を
平
ら
げ
た

の
で
、
そ
の
神
が
現
れ
た
地
に
社
を
建
て
た
（
３
）、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
伝
説
は
記
紀
や
続
日
本
紀
に
は
記
録
が
見
当
た
ら
ず
、
歴
史

上
で
は
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
敦
賀
も
明
石
も
、
い
ず
れ

も
海
の
道
の
要
衝
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
背
景
が
あ
っ
て
生
ま
れ
、

地
域
に
継
承
さ
れ
て
き
た
伝
説
だ
と
言
え
る
。

『
越
前
若
狭
の
伝
説
』（
４
）の
編
者
・
杉
原
丈
夫
は
そ
の
著
書
の
ま
え
が
き
の

な
か
で
、
柳
田
國
男
の
『
民
間
伝
承
論
』
の
な
か
の
四
つ
の
伝
説
の
特
徴

を
あ
げ
た
後
、「
一
口
に
い
え
ば
、
伝
説
の
一
端
は
歴
史
に
接
し
、
他
端
は

文
学
に
つ
な
が
る
。
い
わ
ば
事
実
と
創
作
、
真
実
と
虚
構
の
中
間
に
あ
る

信
仰
的
領
域
で
あ
る
」（
杉
原	

一
九
七
〇　

二
）
と
述
べ
、
史
実
で
な
い

と
し
て
も
、
あ
る
時
代
に
伝
説
が
発
生
し
、
人
々
が
そ
れ
を
信
じ
、
今
に

至
る
ま
で
言
い
伝
え
た
こ
と
自
体
が
明
確
な
史
実
で
あ
る
、
と
記
し
て
い

る
（
杉
原	

一
九
七
〇　

五
）。
人
が
そ
の
伝
説
に
意
味
を
見
出
せ
な
い
と

し
た
ら
、
言
い
伝
え
て
い
く
必
要
も
な
く
、
消
え
て
い
く
し
か
な
い
。
そ

こ
に
は
歴
史
や
政
治
の
表
舞
台
に
は
立
た
な
い
普
通
の
人
々
の
生
活
・
暮

ら
し
の
な
か
で
、
そ
の
時
代
の
彼
ら
の
解
釈
に
よ
っ
て
信
じ
ら
れ
、
生
き

な
が
ら
え
て
き
た
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、

「
真
実
と
虚
構
の
間
」
に
あ
る
伝
説
と
、
そ
れ
を
巡
る
地
域
社
会
と
人
々
に

焦
点
を
当
て
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

こ
の
伝
説
に
は
盛
衰
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
、
時
を
経
た
現
在
、
新
し
い

言
説
が
付
加
さ
れ
て
再
び
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
生
成
か

ら
現
在
ま
で
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
ど
ん
な

社
会
事
情
と
地
域
に
お
け
る
個
々
の
人
々
、
担
い
手
と
の
関
連
が
あ
る
の

か
を
文
献
と
語
り
に
よ
っ
て
探
る
。
湯
川
洋
司
は
、
伝
承
母
体
の
な
か
の

集
団
と
個
人
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
帰
属
す
る
一
個
人
が
抱
え
る
個
別
の
事

情
や
行
動
に
よ
り
、
民
俗
が
大
き
く
様
相
を
変
え
た
り
、
消
滅
し
た
り
す

る
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
個
々
人
の
次
元
で
の
民
俗

把
握
が
、
現
実
社
会
の
理
解
の
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
、
と
述
べ
て
い

る
（
湯
川　

一
九
九
八　

十
五
│
二
五
）。
ま
た
小
池
淳
一
は
、
個
人
の

保
有
す
る
伝
承
の
意
味
を
考
え
る
必
要
性
を
説
き
、
伝
承
へ
の
認
識
設
定

に
お
い
て
、「
個
人
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
伝
承
の
継
承
・
解
釈
・
創
造
の
様

相
を
と
ら
え
る
こ
と
」（
小
池　

一
九
九
八　

九
三
│
九
七
）
を
主
張
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
を
受
け
、
当
伝
説
と
個
人
と
の
か
か
わ
り
に
注
目

を
し
な
が
ら
、
伝
説
を
巡
る
変
化
と
、
そ
の
現
在
の
姿
を
と
ら
え
た
い
。

二　

五
幡
の
概
況

五
幡
は
敦
賀
市
内
か
ら
北
東
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
敦
賀
湾
の
東
岸
に
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位
置
す
る
戸
数
六
十
五
戸
、
人
口
一
六
一
人（
５
）の

海
辺
の
集
落
で
あ
る
。
南

に
江
良
村
と
隣
接
し
、
伝
説
の
舞
台
は
そ
の
村
境
に
あ
る
（
海
岸
一
帯
と

西
側
帰
り
山
観
音
附
近
）。

こ
の
東
浦
地
区
は
古
来
よ
り
製
塩
が
盛
ん
な
地
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に

は
塩
浦
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
古
く
か
ら
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
都

か
ら
北
陸
へ
通
ず
る
人
と
文
化
の
往
来
筋
で
あ
っ
た
五
幡
は
、
歌
に
も
多

く
詠
ま
れ
て
き
た
。

三　
「
蒙
古
来
攻
」
伝
説
に
関
す
る
文
献
と
口
碑

杉
原
に
よ
る
『
越
前
若
狭
の
伝
説
』（
杉
原
編	

一
九
七
〇
）
に
は
、
蒙

古
来
攻
に
関
す
る
伝
説
が
計
十
五
編
程
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
伝
説
地
域
は

敦
賀
湾
一
帯
と
同
湾
を
脱
し
た
越
前
の
海
岸
部
や
内
陸
部
の
神
社
記
録
に

ま
で
及
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
は
、
伝
説
の
生
成
や
変
遷
、
特
徴
を
見
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
五
幡
」
の
名
称
が
表
れ
る
文
献
と
口
碑
を
合
わ
せ
て
七
点
紹
介
す
る
が
、

文
献
の
内
、︻
文
献
六
︼『
敦
賀
郡
神
社
誌
』（
石
井
左
近
編　

一
九
三
三
）

は
冒
頭
で
紹
介
し
た
の
で) 6

(

省
略
し
、
表
一
で
の
み
取
り
扱
う
。

↑地図1　五幡と江良村地図

→地図2　敦賀湾地図
（●は「蒙古来攻」関連伝説地、

矢印が五幡
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三・一　
「
五
幡
」
の
地
名
が
表
れ
る
文
書
、
寺
社
の
史
料
と
口
碑

︻
文
献
一
︼『
橘
刀
祢
系
図
巻
上
』（
一
五
五
七
）

こ
の
文
献
は
『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書　

続
巻
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

杉
原
に
よ
れ
ば
こ
の
史
料
は
敦
賀
市
江
良
の
刀
祢
家
に
『
橘
刀
祢
系
図
』

上
下
二
巻
が
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
巻
上
で
は
気
比
神
宮
縁
起
と
刀

祢
家
の
先
祖
武
内
刀
祢
の
功
業
が
語
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
神
話
伝
説
は
、

従
来
の
地
誌
・
神
社
誌
な
ど
に
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
珍
重
す
べ
き

内
容
の
書
物
で
あ
る
（
杉
原	
一
九
七
七　

六
四
五
）
と
、
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

…
往そ
の
か
み昔

三
韓
の
蒙
古
我
朝
を
亡
ほ
ろ
ぼ
さ
んた

め
に
、
仲
哀
二
年
正
月
下
旬
の

此
角
へ
着
岸
す
…

　

蒙
古
百
万
騎
余
、
大
船
万
艘
に
取
乗
、
海
上
隙
間
な
く
…

　
　

気
比
の
海
の
事

　
　

笥け

飯い

海
と
は
、
角
鹿
浦
の
海
を
云
。
…
又
其
夜
櫛
川
浜
に
松
原

一
夜
に
出
生
し
、
其
松
の
枝
ご
と
に
白
鷺
多
く
留
り
居
た
る
が
、
軍

兵
大
勢
鎧
よ
ろ
い

居
た
る
様
に
見
へ
け
れ
ば
、
蒙
古
是
を
見
て
、
周あ
わ
て章

騒

て
、
数
万
艘
の
船
を
そ
れ
よ
り
押
出
し
、
角
鹿
よ
り
二
里
ば
か
り
を

経
て
、
東
浦
の
磯
伝
、
江
良
五
幡
よ
り
半
里
ば
か
り
沖
中
に
、
舳と
も
艫へ

を
雙な
ら

べ
て
掛
り
け
り
。

　
　

官
軍
江
浦
陣
取
五
幡
戦
場
の
事

　

去
程
に
蒙
古
は
角
鹿
の
津
を
退
散
し
、
五
幡
浦
の
沖
中
に
留
り
居

て
、
五
幡
に
押
よ
す
べ
き
次
第
見
へ
け
れ
ば
、
…
其
時
天
皇
武
内
刀

祢
を
召
て
、
官
軍
陣
取
見
立
の
た
め
に
江
浦
へ
遣
さ
る
べ
き
旨
、
仰

付
ら
れ
た
り
。
此
江
浦
の
領
地
、
磯
伝
に
は
其
軍
の
時
の
古
跡
多
し
。

先
赤
崎
と
江
浦
と
の
境
に
、
仏
崎
と
云
仏
の
相
好
に
似
た
る
高
き
岩

あ
り
。
…
去さ
れ

ば
、五
幡
浦
に
て
官
軍
蒙
古
と
三
日
の
合
戦
な
る
に
（
中

略
）

　

江
浦
と
五
幡
境（
７
）、

東
よ
り
北
に
相
続
た
る
山
あ
り
。
…
こ
の
山
の

頂
上
尾
続
に
…
五
色
の
旗
を
五
本
立
て
給
へ
り
。
此
五
本
の
旗
本
よ

り
北
の
見
下お
ろ
しに

、
其
後
人
里
い
で
き
た
る
を
五
幡
浦
と
云
。
此
五
幡

と
江
良
と
の
境
、
頸
取
坂
の
上
に
関
逆
木
を
蜜
き
び（
マ
マ
）し

く
し
て
（
中
略
）

　

武
内
刀
祢
…
大
将
鐡
輪
が
頭
を
打
落
給
ひ
け
れ
ば
、
頸
は
坂
の
上

に
留
り
、
骸
む
く
ろは

坂
中
に
倒
伏
す
。
其
よ
り
此
坂
を
頸
取
り
坂
と
ゆ
い
、

彼
坂
の
上
頸
の
留
た
る
方
を
頸く
び
と
う頭
と
は
い
ふ
な
り
。
然
る
に
武
内
刀

祢
彼
頸
を
左
の
脇
に
か
ひ
こ
み
、
右
に
太
刀
を
提
ひ
つ
さけ

て
、
大
勢
寄
り

た
る
蒙
古
を
坂
の
麓
海
中
岩
の
辺
ほ
と
りま
で
追
下
し
給
う
故
に
、
彼
海
中

の
岩
を
追お
い
ぐ
り岩

と
云
。（
中
略
）
蒙
古
…
早
く
本
国
へ
帰
ら
ん
と
、
数
万

艘
の
船
に
取
乗
、
沖
中
さ
し
て
ぞ
漕
出
す
。
其
時
南
よ
り
白
鷺
数
万

群
が
り
来
り
、
江
浦
五
幡
の
上
に
舞
い
あ
そ
べ
ば
、
西
よ
り
不
思
議

な
る
黒
雲
少
し
出
て
、
…
雷
鳴
電
光
お
び
た
ゞ
し
く
光
渡
れ
ば
…
九

竜
一
同
に
天
よ
り
黒
雲
吐
け
れ
ば
…
九
竜
天
よ
り
海
中
へ
飛
入
、
死

す
る
蒙
古
は
数
知
れ
ず
。（
後
略
）
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江
良
の
刀
祢
家
の
先
祖
は
こ
こ
に
出
て
く
る
武
内
刀
祢
で
あ
る
。
こ
の

戦
い
で
挙
げ
た
刀
祢
の
功
績
が
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
書
か
れ
て
い
る
。
勝

利
の
要
因
が
白
鷺
、
竜
、
雷
鳴
電
光
に
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
、
伝
説
に
因

む
多
数
の
固
有
名
詞
が
登
場
す
る
。

︻
文
献
二
︼『
五
幡
有
文
書
』
二
号
文
書（
８
）（

一
六
七
五
）

二
号
文
書
は
五
幡
の
地
名
由
来
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

二　

五
幡
浦
由
緒

　
　

五
幡
浦　

一	　

仁
王
四
拾
五
代
之
御
宇
聖
武
天
王
之
時
ニ
有　

異
国
ヨ
リ
日
本

を
せ
め
に
む
く
り
（
蒙
古
）
こ
く
り
（
高
句
麗
）
此
前
な
る
海
ま

て
押
寄
候
、
仰
此
所
を
五
幡
と
云
事
ハ
、
聖
武
天
王
御
宇
天
平
弐

拾
（
七
四
八
）
年
巳
丑
霜
月
八
日
之
夜
、
村
ヨ
リ
南
西
ニ
あ
た
つ

て
高
山
夜
も
す
か
ら
し
ん
と
う
ら
い
て
ん
（
震
動
雷
電
）
し
て
、

夜
明
て
見
れ
は
五
つ
の
幡
ミ
ね
に
た
て
り
、
是
皆
五
色
ニ
し
て
四

き
の
土
用
ま
て
を
ひ
よ
う
せ
り
、
則
其
時
八
幡
大
菩
薩
も
御
よ
う

か
う
被
成
今
に
あ
と
を
た
れ
給
な
り
、
是
皆
八
幡
之
御
方
便
也
、

　
　
（
後
略
）

　

一　

五
幡
浦
初
而
当
年
ま
て
八
百
七
拾
弐
年

　
　
　
　

延
宝
三
年
卯
九
月
廿
日	

神
主　

西
勝
寺

地
元
の
人
の
話
に
よ
る
と
、
五
幡
の
住
人
に
よ
る
文
献
で
は
、
こ
の
『
五

幡
有
文
書
』
が
一
番
古
い
も
の
と
い
う
。
文
書
中
に
固
有
名
詞
の
表
示
は

な
い
。

︻
文
献
三
︼『
気
比
宮
社
記
』
（
９
）

　

平
松
周
家
（
一
七
六
四
）

平
松
周
家
は
気
比
社
（
気
比
神
宮
）
の
社
家
か
ら
出
た
学
者
で
あ
り
、

こ
の
社
記
を
九
冊
著
し
た
（
福
井
県　

一
九
九
四
）。
左
記
記
述
は
『
気
比

宮
社
記
』
中
、
第
貳
巻
に
あ
り
、
敦
賀
郡
（
旧
）
の
主
な
神
社
の
社
格
や

由
緒
を
述
べ
た
中
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。

五
幡
神
社　

座
宇
五
幡
浦
延
喜
式

　
　
　
　
　

所
謂
五
幡
神
社
是
也　

祭
神
一
説
曰
八
幡
宮
也
又
説
曰
五
幡
社
気
比
神
仲
哀
天
皇
奉
勧
請
之

神
祀
也
未
勘
正
説

社
記
曰
昔
日
蒙
古
将
襲
二
我
國
一
來
二
宇
北
陸
之
海
上
一
時
鹿
比
流
ノ
山

麓
ニ
五
ツ
ノ
旗
靡
揚
ル
コ
ト
數
日
也　

笥
飯
浦
人
怪ア
ヤ
シ
ミレ
之
往
見
二
其
濱
邊
一

現
二
五
之
瑞
雲
於
山
上
一
一
群
ノ
白
鷺
飛
二
廻
海
邊
一
也
後
有
レ
人
語
曰

蒙
古
ノ
賊
遥
ニ
望
レ

以
ヲ
モ
ヘ
ラ
グ爲
官
兵
群
二
集
笥
飯
ノ
浦
一
恐
怖
退
散
也
云
　々

其
五
幡
之
現
レ
處
シ
ヲ
號
二
五
幡
神
一
是
也

（
後
略
）

来
攻
時
期
の
明
記
は
な
い
。
伝
説
地
の
背
後
に
連
な
る
鹿か
ひ比

流る

山
に
旗

が
靡
き
揚
が
っ
た
こ
と
、
白
鷺
の
群
れ
を
官
兵
と
誤
っ
て
賊
が
退
散
し
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
白
鷺
は
気
比
神
宮
の
神
使
で
あ
り
、
そ
の
登
場
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に
よ
る
勝
利
と
い
う
内
容
に
、
気
比
社
の
神
威
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。　

︻
文
献
四
︼『
越
前
古
名
考
』）

10
（

坂
野
二
蔵
（
一
八
〇
一
）

作
者
は
一
七
七
四
年
生
ま
れ
。
一
八
〇
一
年
に
古
地
名
研
究
で
あ
る
こ

の
著
を
編
ん
だ
。
篤
学
の
士
で
、
広
く
古
典
に
通
じ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

国
内
を
実
地
に
踏
査
し
、
古
老
の
言
を
聞
き
書
き
し
て
お
り
、
考
証
も
緻

密
で
あ
る
（
杉
原	

一
九
七
七　

二
三
六
）。

○	

…
其
浜
ニ
五
幡
浦
・
江
良
浦
ア
リ
。
此
二
浦
ニ
小
山
ア
リ
。
帰
山

と
云
。
土
俗
伝
云
、
古
ヘ
蒙
古
人
此
所
迄
攻
来
タ
リ
シ
ニ
、
天
ヨ

リ
五
ノ
幡
降
リ
、
此
山
ニ
立
、
神
兵
顕
レ
戦
賜
ケ
レ
ハ
、
蒙
古
敗

レ
帰
リ
シ
ニ
ヨ
リ
、
帰
山
ト
名
ケ
、
五
幡
ト
名
ク
ト
云
ヘ
リ
。
又

敦
賀
湊
ノ
海
辺
ニ
一
里
ハ
カ
リ
ノ
松
林
ア
リ
。
此
モ
蒙
古
来
リ
シ

ト
キ
、
一
夜
ニ
松
数
千
本
生
シ
テ
、
数
万
ノ
鷺
其
上
ニ
集
リ
シ
カ

ハ
、
白
旗
ノ
如
ク
夥
シ
ク
見
ヘ
ケ
ル
ニ
、
驚
テ
敗
レ
帰
ケ
ル
ト
モ

云
ヘ
リ
。---

案
ニ
、
帰
山
ハ
万
葉
集
ニ
詠
ル
歌
ア
リ
。
松
原
ノ
倉

ハ
日
本
後
紀
ニ
出
タ
レ
ハ
、
蒙
古
襲
来
ヨ
リ
遥
ニ
古
シ
。
若
其
以

前
外
国
ヨ
リ
襲
来
ス
ル
コ
ト
ア
ラ
ハ
、
国
史
ニ
出
ヘ
キ
ナ
リ
。
此

甚
異
奇
ノ
説
ニ
シ
テ
、
拠
ニ
不
足
。
然
レ
ト
モ
此
地
ニ
帰
山
・
松

原
ノ
名
ハ
実
ニ
古
ヨ
リ
有
ケ
ル
ニ
、
附
会
の
説
ヲ
ツ
ク
ル
ナ
ラ
ン
。

著
者
は
古
典
や
史
書
を
も
と
に
伝
説
の
考
証
を
明
確
に
成
し
、
当
伝
説

の
成
立
に
関
し
て
、
歴
史
と
の
間
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
土
地
と
風
物
に

結
び
つ
い
た
後
世
の
付
会
で
あ
ろ
う
と
結
論
付
け
て
い
る
。

︻
文
献
五
︼『
越
前
志
抄
』）

11
（

坂
野
二
蔵　

一
八
一
四
年
以
前

文
献
四
の
著
者
で
あ
り
、
続
い
て
こ
の
著
作
を
志
し
た
が
、
国
内
遍
歴

で
の
調
査
、
資
料
収
集
中
一
八
一
四
年
に
死
去
。
こ
の
『
越
前
志
』
は
企

画
し
て
い
た
全
越
前
志
の
う
ち
、
神
社
誌
の
み
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
。

彼
の
学
風
は
書
斎
で
の
古
典
研
究
で
は
な
く
、
郷
土
を
踏
査
し
、
古
記
録

や
古
老
の
伝
説
を
尋
ね
、
民
俗
学
の
領
域
に
立
ち
入
っ
て
い
る
（
杉
原　

一
九
七
七　

七
五
八
）。

　
　

増　

補）
12
（

（
五
幡
明
神
）

（
前
略
）
元
比
田
に
て
大
比
田
の
西
光
寺
和
尚
に
聞
く
。
仲
哀
天
皇
の

御
宇
、
蒙
古
攻
来
れ
る
時
、
五
幡
の
地
に
て
戦
あ
り
。
其
時
天
よ
り

五
本
の
幡
下
り
て
五
幡
の
山
に
立
り
。
蒙
古
此
に
驚
い
て
敗
す
。
夫

よ
り
五
幡
と
名
く
。

五
幡
よ
り
江
良
に
越
す
坂
を
ク
ビ
ト
と
云
。
武
内
大
臣
、
帝
を
負
奉

て
此
坂
に
上
り
、
此
所
に
て
大
に
敵
の
首
を
取
也
。
故
首
取
と
云
。

今
ク
ビ
ト
と
云
は
訛
也
。
浜
に
楯
石
あ
り
。
武
内
楯
と
な
し
て
戦
れ

し
と
云
。
其
坂
を
帰
山
と
云
は
、
蒙
古
敗
れ
て
帰
り
し
故
に
名
く
と

云
り
。

五
幡
に
て
別
当
西
勝
寺
に
聞
く
。
大
概
同
じ
。
其
幡
の
立
た
る
所
を

幡
屋
敷
と
名
て
、
今
は
江
良
の
地
な
り
。
一
説
に
江
良
と
の
間
を
帰
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山
と
云
。
一
説
は
木
の
芽
よ
り
此
方
の
山
を
帰
山
と
云
。
蒙
古
の
大

将
の
首
取
し
故
首
取
と
云
。
楯
石
の
説
な
し
。
浜
に
ヲ
グ
リ
と
云
石

あ
り
。
此
を
め
ぐ
り
て
戦
ふ
と
云
り
。
江
良
の
刀
祢
彦
右
衛
門
の
説

も
大
概
同
じ
。
幡
屋
敷
を
帰
山
と
云
説
も
あ
り
と
云
。

蒙
古
来
攻
時
期
は
仲
哀
天
皇
時
で
あ
り
、
文
献
四
に
は
記
述
の
な
い
戦

い
の
様
子
や
伝
説
中
の
固
有
名
詞
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
西
光
寺
和
尚
」、

「
別
当
西
勝
寺
」
や
隣
村
「
江
良
の
刀
祢
彦
右
衛
門
」
な
ど
、
数
人
に
聞
き

書
き
を
行
っ
て
お
り
、
当
時
に
お
け
る
伝
承
地
一
帯
の
住
民
か
ら
の
生
き

た
証
言
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

三・二　

地
元
に
伝
わ
る
口
碑
（
民
話
）

こ
こ
で
は
伝
説
全
体
と
地
名
の
起
源
が
表
れ
て
い
る
民
話
一
を
紹
介
す
る
。

︻
民
話
一
︼	「
い
つ
色
の
旗
」『
東
浦
の
民
話
集
』（
東
浦
公
民
館
編	

一
九
七
六
～
七
七
）
か
ら

こ
の
民
話
集
は
い
っ
さ
い
資
料
を
使
わ
ず
、
直
接
地
元
の
老
人
の
方
々

か
ら
聞
い
た
も
の
を
民
話
の
か
た
ち
に
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

	

む
か
し
む
か
し　

日
本
の
海
の
向
こ
う
に　

元
と
い
う
国
が
あ
っ

て
な
ー
。
…
そ
の
国
が
海
を
渡
っ
て
日
本
に
攻
め
て
き
た
時
の
こ
と

じ
ゃ
。
／	

敦
賀
湾
に
入
り　

松
原
に
上
陸
し
よ
う
と
（
中
略
）
／	

松
原
の
松
の
木
に
む
ら
が
る
白
さ
ぎ
を
大
軍
と
見
間
違
え
て
の　

こ

ん
な
所
へ
上
陸
し
た
ん
で
は
皆
殺
し
に
さ
れ
る
と
思
い　

反
対
に
か

じ
を
と
っ
た
そ
う
な
。
／
東
浦
の
江
良
の
九
頭
龍
谷
（
く
ろ
ん
た

ん
）
と
い
う
谷
か
ら
現
れ
た
九
つ
の
頭
を
持
つ
龍
に　

行
手
を　

は

ば
ま
れ
て　

五
幡
に
上
陸
し
た
そ
う
な
。
／	

待
ち
か
ま
え
た
大
将
武

内
の
刀
禰
（
す
く
ね
）
が
攻
め
ま
く
り
、
敵
の
大
将
鉄
輪
（
て
つ
り

ん
）
を
追
っ
か
け
岩
の
ぐ
る
り
を
ま
わ
る
こ
と
数
回
、
／	

こ
れ
は
か

な
わ
ん
と　

鉄
輪
の
軍
勢
は
か
え
る
山
に
逃
げ
込
み　

そ
こ
で
首
を

は
ね
ら
れ
た
そ
う
な
。
首
を
は
ね
ら
れ
た
所
を
「
首
取
り
」
と
呼
ん

で
、
村
人
は
そ
こ
へ
行
く
の
を
恐
し
が
っ
た
ん
じ
ゃ
。
そ
れ
か
ら
し

ば
ら
く
し
て
／	

暗
い
よ
さ
り）

13
（

　

首
取
り
坂
で
火
が
燃
え
て
い
る
の
を

村
人
が
見
た
そ
う
だ
が　

恐
し
い
の
で
夜
が
明
け
て
か
ら
見
に
行
く

と
な
ー
／　

火
を
も
や
し
た
あ
と
に　

そ
れ
は
美
し
い
旗
が
五
本
あ

り　

い
つ
つ
の
色
に
輝
い
て
立
っ
て
い
た
そ
う
な
。
村
人
は
村
の
宝

じ
ゃ
と
言
っ
て　

や
し
ろ
を
建
て
「
五
幡
大
明
神
」
と
呼
ん
で
祭
っ

た
そ
う
な
。
そ
れ
か
ら
は　

こ
の
あ
た
り
は
五
幡
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

三・三　

文
献
と
口
碑
に
よ
る
考
察

文
献
・
口
碑
に
よ
る
伝
説
記
述
と
そ
の
特
徴

表
一
は
三・
一
と
三・
二
の
資
料
を
時
代
順
に
伝
説
の
各
事
項
を
取
り
出

し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

表
一
か
ら
文
献
の
特
徴
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
①
「
蒙
古
来
攻
伝
説
」

時
期
は
二
通
り
あ
り
、
神
話
の
領
域
と
も
い
え
る
仲
哀
天
皇
時
と
年
代
の
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表一　文献・口碑の伝説記述内容
文献一

橘刀祢系図巻上
文献二
五幡有文書

文献三
気比宮社記

文献四
越前古名考

文献五
越前志（抄）

文献六
敦賀郡神社誌

民話一
いつ色の旗

1 文献年代 1556 1675 1764 1801 1801～1814 1933

2 伝説年代 仲哀二年 聖武天皇之時
天平弐捨年 昔日 古へ 仲哀天皇の

御宇
聖武天皇の御
宇 むかしむかし

3 異賊名称 三韓の蒙古
むくり（蒙
古）こくり
（高句麗）

蒙古 蒙古 蒙古 蒙古 元

4 登場人物 仲哀天皇、神功皇后、
大伴武持、武内刀祢

武内大臣、
帝 武内刀禰 武内刀禰

5 旗の記述 有 有 有 有 有 有 有
6 白鷺の記述 有 有 有（松原） 有（松原）
7 竜の記述 有 有

8 雷鳴・光・震
動・黒雲など

雷鳴電光
不思議なる黒雲 震動雷電 五之瑞雲

9 敵将名（鐡輪）有 有 有

10 伝説の事物名記述

頸取り坂、頸取、追岩、
（おいぐり）、仏崎、常
宮谷、松が崎、九竜谷、
十石並、鞍掛石、常宮
権現船（岩）、門岩

鹿比流山 帰山
クビト（坂）、
楯石、帰山、
旗屋敷、オグ
リ（追い岩）

旗屋敷、耳塚、
首取阪、追岩

九頭龍谷、か
える山、首取
り（坂）、おっ
かけ岩

11 旗による地名神社由来 有（地名） 有（地名） 有（神社名）有（地名） 有（地名） 有（神社名・
地名） 有（地名）

12
文献・口碑の
立場

登場人物子孫により
家系図に筆記された
もの

土地の人に
よる地名由
来の記録

気比神宮社
家（神官）
による記録

学者による
古地名研究

学者による
地誌のうち
の神社誌

敦賀地域の神
社誌

地元老人から
の話を民話に
したもの

確
定
で
き
る
聖
武
天
皇
時
の
天
平
二
〇
年
。
②
旗
に
よ
る
地
名
由
来
は
す

べ
て
に
記
載
。
③
︻
文
献
一
︼
で
の
事
物
名
の
多
さ
と
、
そ
の
記
述
の
特

殊
性
。（
文
献
二
～
四
ま
で
は
伝
説
の
古
跡
名
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
後
年
に

は
そ
の
数
も
収
束
。
ま
た
文
献
一
以
外
の
記
述
は
客
観
的
）
④
基
本
的
に

伝
説
記
述
の
通
時
的
変
遷
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
。（
内
容
展
開
、
事

物
名
が
ほ
ぼ
同
じ
）
⑤
文
献
一
と
口
碑
の
類
似
性
。

伝
説
の
生
成
と
継
承
の
背
景

こ
れ
ら
の
文
献
か
ら
、
伝
説
の
生
成
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
右
記
の
よ

う
に
他
と
の
違
い
が
際
立
っ
て
い
る
の
は
︻
文
献
一
︼
で
あ
る
。
各
要
素

に
分
け
た
表
一
の
う
ち
、『
橘
刀
祢
系
図
』
は
他
文
献
よ
り
登
場
人
物
や
事

物
の
固
有
名
詞
が
際
立
ち
、
後
者
の
数
は
十
二
に
の
ぼ
る
。
ま
た
そ
の
伝

説
記
述
も
長
大
で
、
記
述
の
さ
れ
方
も
臨
場
感
を
伴
い
、
他
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
文
献
一
の
内
容
を
見
る
と
明
ら
か
に
伝
説
が

成
長
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
杉
原
は
「
成
長
発
展
の
著
し
い
例
は
、

敦
賀
市
の
蒙
古
来
攻
伝
説
で
あ
る
」（
杉
原	

一
九
七
〇　

三
）
と
記
し
て

い
る
。
そ
れ
が
表
一
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
成
長
の
背
景
に
は
、
こ
の
土
地
に
お
け
る
橘
刀
祢
と
気
比
神
宮
の

関
係
が
あ
る
。
気
比
神
宮
は
上
古
よ
り
北
陸
道
総
鎮
守
と
仰
が
れ
て
お
り
、

交
通
、
産
業
、
生
活
を
守
る
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
朝
廷
か
ら
の
崇
敬
も

特
に
篤
か
っ
た）

14
（

。
武
内
刀
祢
は
橘
刀
祢
の
先
祖
で
あ
り
、
代
々
気
比
神
官

を
務
め
て
敦
賀
湾
一
帯
に
絶
大
な
権
力
を
有
し
て
い
た
（
橘
刀
祢
系
図
巻

下
））

15
（

。
ま
た
文
献
に
は
五
幡
と
松
原
の
二
か
所
に
白
鷺
が
現
れ
る
が
、
そ
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れ
は
気
比
神
宮
の
象
徴
で
あ
り
、
特
に
気
比
松
原
は
そ
の
社
領
で
あ
っ
た
。

田
村
克
己
は
当
伝
説
と
気
比
神
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
の
地
が
外
敵
防

衛
の
第
一
戦
で
あ
り
、
そ
の
神
の
信
仰
が
伝
説
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
（
田
村　

一
九
九
〇　

三
四
六
）。

当
伝
説
の
生
成
と
発
展
、
そ
し
て
人
々
の
語
り
に
は
、
気
比
神
宮
の
権

威
の
上
昇
と
と
も
に
、
そ
れ
と
強
い
関
係
の
あ
っ
た
地
元
の
有
力
な
家
の

関
与
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。文
献
一
の
年
代
は
弘
治
三
年（
一
五
五
七
）

と
あ
る
が
、
杉
原
は
、
こ
れ
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
可
能
性
も

あ
る
と
す
る）

16
（

。
ま
た
︻
文
献
三
︼
の
筆
者
も
気
比
社
の
縁
者
で
あ
る
が
、

同
様
な
白
鷺
の
記
述
に
同
社
の
威
光
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

考
え
た
時
文
献
一
の
持
つ
特
徴
が
理
解
さ
れ
る
。
赤
坂
憲
雄
は
「
記
憶
が

文
字
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
記
録
さ
れ
る
と
き
に
は
、
あ
る
種
の
政
治
や

権
力
の
磁
場
が
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」（
赤
坂　

二
〇
〇
八　

一
〇
四
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
口
伝
え
さ
れ
て
い
た
も
の
が
文
字
化
さ
れ

た
背
景
と
し
て
、
そ
れ
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
文
献
一
と
口
碑
の

類
似
は
「
磁
場
」
の
働
い
た
テ
ク
ス
ト
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、︻
文
献
四
︼
の
坂
野
二
蔵
の
「
然
レ
ト
モ
此
地
ニ

帰
山
・
松
原
ノ
名
ハ
実
ニ
古
ヨ
リ
有
ケ
ル
ニ
、
附
会
の
説
ヲ
ツ
ク
ル
ナ
ラ

ン
」
と
い
う
考
証
は
、
伝
説
の
生
成
誕
生
を
言
い
当
て
て
い
る
。

さ
ら
に
同
じ
著
者
に
よ
る
︻
文
献
五
︼
で
は
、
伝
承
地
で
数
名
に
実
地

の
聞
き
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
こ
の
伝
説
が
土
地
の
人
々
に
よ

り
、
現
代
と
ほ
ぼ
同
じ
形
式
で
語
り
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四　

伝
説
の
現
在
─
─
聞
き
取
り
か
ら

地
元
の
方
々
か
ら
の
話
を
記
述
し
、
伝
説
と
人
々
と
の
関
わ
り
と
そ
の

現
在
と
を
考
え
る
。

四・一　

地
元
の
人
た
ち
の
語
り

︻
Ｅ
氏
︼
女
性
、
一
九
四
四
年
生
ま
れ
、
五
幡
在
住
、
地
区
外
出
身

（
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
福
井
市
か
ら
こ
の
地
に
嫁
ぐ
）

　

二
〇
一
一
年	

九
月	

四
日
・
二
〇
一
四
年
三
月
三
十
一
日
聞
き
取
り

（
一
）「
追
岩
」

敵
将
を
追
い
回
し
た
こ
の
岩
の
こ
と
を
地
域
の
人
は
「
え
ん
ぶ
り
岩
」

と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。
浜
に
幅
四・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
大
き
な
岩
が
あ
っ
た
が
、
四
〇
年
ほ
ど
前
、
浜
の
改
修
工
事
時
に

崩
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
が
残
っ
て
い
る
と
、
現

地
に
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
国
道
と
浜
の
間
を
探
す
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
ず
、
か
ろ
う
じ
て
そ
の
間
の
岩
石
を
推
定
さ
れ
た
。「
前
は
も
う
少
し

大
き
い
岩
が
あ
っ
た
の
に
、
い
つ
の
ま
に
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

嘆
か
れ
た
。

次
に
Ｅ
氏
は
、
護
岸
工
事
以
後
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
海
辺
の
景
色
を
話

し
た
。
工
事
前
は
岩
場
が
多
く
、
浜
も
狭
か
っ
た
た
め
波
し
ぶ
き
が
民
家

に
上
が
っ
て
い
た
。
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護
岸
工
事
と
同
時
に
テ
ト
ラ
を
入
れ
、
岩
も
な
く
し
て
砂
浜
を
人

工
的
に
作
っ
た
ん
で
す
。
え
ん
ぶ
り
岩
も
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
地

元
の
人
は
思
っ
て
な
か
っ
た
し
、
あ
の
時
代
は
自
然
破
壊
す
る
こ
と

平
気
で
や
っ
て
い
た
か
ら
。
そ
れ
は
こ
こ
三
～
四
〇
年
の
間
の
経
済

成
長
、
ど
ん
ど
ん
壊
し
て
。
あ
ん
な
頃
。

（
二
）
首
取
坂

︻
文
献
一
︼
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
五
幡
と
江
良
と
の
境
に
あ
る
。

現
在
で
は
海
沿
い
を
国
道
が
通
っ
て
い
る
が
、
そ
の
建
設
時
に
山
を
切
り

割
っ
た
よ
う
な
跡
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
国
道
沿
い
か
ら
脇
に
入
っ
た

場
所
が
、
地
元
の
人
か
ら
ク
ビ
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。

　
「
首
取
り
塚
」
が
正
式
で
、
そ
こ
ら
へ
ん
で
い
っ
ぱ
い
捕
え
た
蒙
古

の
人
た
ち
を
処
刑
し
た
、
っ
て
聞
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
ク
ビ
ト
通

る
と
夜
は
だ
め
だ
よ
、
っ
て
。

Ｅ
氏
に
よ
る
と
、
埋
葬
や
弔
い
を
し
な
か
っ
た
た
め
地
元
の
人
は
怖
が

り
、
あ
の
辺
は
恐
い
か
ら
夕
方
暗
く
な
っ
て
か
ら
通
る
な
、
と
い
う
こ
と

を
お
嫁
に
来
て
か
ら
幾
度
も
聞
い
た
と
い
う
。
ま
た
ク
ビ
ト
周
辺
道
路
で

は
事
故
も
よ
く
起
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、「
お
告
げ
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
言
っ
て
そ
こ
へ
お
堂
を
建
て
た

人
が
い
る
と
い
う
。「
三
十
五
年
く
ら
い
前
に
、
そ
の
地
を
借
り
て
お
店
を

始
め
た
後
、
観
音
様
の
お
告
げ
が
あ
り
、
そ
こ
を
掘
っ
た
ら
湧
水
が
出
て

き
た
っ
て
。
そ
れ
で
観
音
堂
を
建
て
て
、
そ
の
人
た
ち
の
霊
を
今
お
祀
り

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ん
で
す
」。
亡
く
な
っ
た
異
国
の
人
た
ち
は
、
そ
れ

ま
で
は
弔
い
を
さ
れ
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
と
話
し
た
。

Ｅ
氏
の
語
り
か
ら

文
献
に
表
れ
て
い
る
事
物
名
が
ほ
ぼ
同
様
に
地
元
の
人
に
継
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
一
つ
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
日
本
の
民
俗

社
会
の
変
容
も
語
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に
国
土

開
発
の
波
に
よ
り
変
わ
り
始
め
、
海
村
に
残
っ
て
い
た
古
跡
も
壊
さ
れ
て

い
っ
た
。
地
元
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
伝
説
の
足
跡
さ
え
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

で
容
赦
な
く
吹
き
飛
ば
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

︻
Ｆ
氏
︼
男
性
、
一
九
二
八
年
生
ま
れ
、
地
区
外
出
身
（
一
九
七
二
年
よ
り

江
良
で
商
売
、
現
観
音
堂
堂
主
）
17
（

）

二
〇
一
一
年
十
一
月
四
日
・
二
〇
一
二
年	

四
月
二
十
八
日
・
七
月

二
十
八
日　

聞
き
取
り

（
一
）
首
取
の
現
在

Ｅ
氏
の
お
話
か
ら
ク
ビ
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
伝
説
の
中
心
地
に
て
、
堂

主
を
務
め
て
い
る
Ｆ
氏
の
存
在
を
知
り
、
お
話
を
伺
っ
た
。
Ｆ
氏
は
五
幡

の
隣
村
・
江
良
で
、
蒙
古
来
攻
に
よ
り
外
征
に
果
て
た
兵
士
の
霊
を
祀
り
、

供
養
を
行
っ
て
い
る
。

処
刑
場
で
あ
っ
た
ク
ビ
ト
の
地
は
、
現
在
「
帰
り
山
観
音
」
と
呼
ば
れ
、
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霊
水
と
も
言
え
る
湧
水
の
地
と
な
っ
て
い
る
。
入
口
に
「
帰
り
山
観
音
霊

場
」
と
彫
ら
れ
た
塔
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
左
手
少
し
奥
に
水
汲
み
場
が
あ

る
。
水
汲
み
場
の
さ
ら
に
左
は
店
舗
と
続
く
。
木
が
生
い
茂
っ
た
奥
に
入

る
と
正
面
に
観
音
堂
、
そ
の
右
側
に
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
無
縁
塔
と
無

縁
塔
縁
起
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
以
下
は
Ｆ
氏
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
で

あ
る
。

氏
は
一
九
四
四
年
、
十
六
歳
の
時
に
軍
用
船
に
乗
り
、
南
方
へ
の
軍
需

物
資
の
搬
送
に
従
事
し
て
い
た
。
あ
る
日
南
方
の
軍
事
力
増
強
の
た
め
、

ソ
連
・
満
州
国
境
の
関
東
軍
戦
車
部
隊
を
釜
山
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
転
送

す
る
命
令
が
出
た
。
危
険
な
就
航
で
は
あ
っ
た
が
無
事
部
隊
輸
送
が
遂
行

さ
れ
て
、
マ
ニ
ラ
港
に
停
泊
し
て
い
た
そ
の
時
、
空
襲
を
受
け
、
爆
風
に

よ
り
飛
ん
で
き
た
物
体
で
右
の
耳
を
強
打
し
、
海
に
放
り
出
さ
れ
た
。
よ

う
や
く
泳
い
で
、
岩
に
た
ど
り
つ
い
た
が
、
満
潮
時
に
な
る
と
、
海
面
は

胸
ま
で
つ
か
る
高
さ
に
な
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
七
日
七
晩
岩
に
し

が
み
つ
い
て
い
た
が
、
出
血
と
頭
の
激
痛
、
高
熱
と
、
次
第
に
意
識
が
薄

く
な
っ
て
い
っ
た
。
回
り
で
皆
力
尽
き
て
い
き
、次
は
自
分
の
番
だ
と
思
っ

て
い
た
そ
の
時
、
眼
の
前
に
真
白
な
観
音
様
の
姿
が
立
ち
現
れ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
ス
コ
ー
ル
が
降
り
、
雨
水
で
命
が
助
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後

よ
う
や
く
救
助
さ
れ
た
。

帰
国
を
果
た
し
て
そ
の
後
、
戦
争
体
験
に
よ
り
一
九
五
三
年
か
ら
観
音

を
信
仰
し
始
め
た
が
、
商
売
や
事
業
は
す
べ
て
成
功
し
た
。
こ
の
ク
ビ
ト

に
は
仕
事
上
ト
ラ
ッ
ク
で
よ
く
通
っ
て
お
り
、
商
売
上
適
し
た
場
所
だ
と

目
を
つ
け
て
、
一
九
七
二
年
十
月
に
地
主
へ
借
地
を
申
し
出
た
。
当
時
の

こ
と
を
Ｆ
氏
は
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

　

地
主
さ
ん
に
と
っ
て
は
（
私
は
）
二
十
三
人
目
の
（
借
地
依
頼
）

人
や
っ
た
け
ど
、
何
故
か
快
く
貸
し
て
く
れ
た
。
そ
の
う
ち
地
主
が

「
土
地
を
買
わ
な
い
か
」
と
言
っ
て
き
て
、
土
地
を
買
う
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
仏
縁
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
地
で
観
音
を
信
仰
し
つ
つ
商
売
を
続
け
て
い
た
が
、
ま
も
な
く
夢

に
観
音
が
現
れ
「（
敷
地
内
の
）
梅
の
木
を
掘
る
と
甘
露
法
水
が
出
る
。
そ

れ
を
多
く
の
人
に
与
え
な
さ
い
」
と
告
げ
た
。
そ
の
木
の
下
を
掘
る
と

三
十
メ
ー
ト
ル
下
か
ら
水
が
吹
き
出
た
と
い
う
。
案
内
書
に
は
福
井
県
衛

生
研
究
所
の
成
分
表
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
こ
の
地
に
観
音
堂
を

建
て
、
お
盆
に
無
名
戦
士
の
施
餓
鬼
、
秋
に
観
音
菩
薩
の
御
本
尊
祭
を
行
っ

て
い
る
。

（
二
）
無
縁
塔
の
建
立

氏
に
よ
る
と
、
初
め
は
そ
の
場
所
の
由
縁
を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し

後
に
こ
の
地
が
処
刑
場
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
れ
は
こ
の
村
（
江
良
）

や
隣
の
村
（
五
幡
）
の
人
に
「
ク
ビ
ト
の
人
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
地
籍
も
「
首
取
」
で
あ
る
た
め
調
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
こ

こ
で
昔
モ
ン
ゴ
ル
の
人
を
処
刑
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
…
。
だ
か
ら
首
取

り
っ
て
い
う
」
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
奥
さ
ん
も
同
じ
よ
う
に
呼
ば
れ
た
た

め
、
訳
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
同
様
な
話
を
教
え
ら
れ
た
。
彼
女
が
聞
い
た
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話
に
よ
る
と
、
こ
の
付
近
に
は
処
刑
さ
れ
た
人
の
小
さ
い
墓
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
が
、
国
道
拡
張
時
に
じ
ゃ
ま
に
な
り
、
向
か
い
の
山
の
ふ
も
と
に

移
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
の
由
縁
が
わ
か
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
た
か
お
聞
き
し

た
と
こ
ろ
、
Ｅ
氏
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

　

戦
争
行
っ
て
私
ら
の
友
だ
ち
、
た
く
さ
ん
や
ら
れ
た
で
ね
。
こ
こ

へ
来
た
ら
、
自
分
が
戦
争
し
た
体
験
が
あ
る
で
、
国
の
隔
た
り
は
な

し
に
、
ね
。
蒙
古
の
人
を
こ
こ
で
殺
し
て
何
も
せ
ん
と
草
っ
ぱ
ら
に

し
て
お
い
て
…
。
そ
れ
で
は
あ
か
ん
、
ど
う
で
も
供
養
せ
な
あ
か
ん
、

と
。

異
国
の
地
に
果
て
た
兵
士
の
霊
を
弔
う
た
め
、
無
縁
塔
を
建
立
し
た
。

そ
の
際
僧
侶
か
ら
「
供
養
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
こ
に
は
魂
が
た
く
さ
ん

浮
い
て
い
る
。
四
十
九
日
間
供
養
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
最

後
に
Ｆ
氏
は
「
私
ら
は
観
音
様
に
使
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
感
じ
で
す
」

と
語
っ
た
。

以
下
は
境
内
に
あ
る
無
縁
塔
縁
起
の
碑
文
で
あ
る
。

…
往
時
よ
り
地
域
住
民
は
こ
の
地
を
首
取
り
と
呼
び　

往
来
の
静
な

る
夜
間
は
通
行
さ
え
怖
れ
敬
遠
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
の

由
来
に
つ
い
て
は
古
代
よ
り	

語
り
継
が
れ
て
き
た
つ
ぎ
の
よ
う
な
伝

説
が
あ
る
。

　

頃
は
奈
良
朝
人
皇
四
十
五
代
聖
武
帝
の
時
世
。
天
平
二
十
年
も
霜

月
（
七
四
八
）
こ
の
敦
賀
の
浦
に
蒙
古
の
軍
船
が
攻
め
来
た
っ
た
と

言（
マ
マ
）う。

我
が
将
兵
の
奮
戦
に
首
領
鉄
輸
他
多
数
の
兵
士
を
こ
の
地
に

処
刑
し	

そ
の
首
と
胴
を
そ
れ
ぞ
れ
分
か
ち
埋
め
た
と
伝
承
さ
れ
る
。

　

ま
た
近
く
五
幡
海
岸
に
は
近
年
ま
で
お
お
ぐ
り
石
ま
た
の
名
を
追

い
岩
と
呼
称
さ
れ
た
岩
が
あ
っ
た
。
か
の
鉄
輪
が
上
陸
の
際　

武
内

刀
祢
な
る
も
の
に
追
わ
れ　

こ
の
岩
を
回
（
マ
マ
）ぐ

り
逃
げ
た
と
の
口
伝
も

残
る
。
…
…

　

顧
み
る
に
今
日
迄
の
千
数
百
星
霜　

誰
を
し
て
遠
き
古
代
異
国
の

地
に
果
て
た
蒙
古
軍
船
無
名
戦
士
の
墓
に
香
華
を
手
向
け
た
者
が
い

た
で
あ
ろ
う
か
。（
中
略
）
甘
露
の
法
水
に
併
せ
て	

数
多
の
古
代
国

殉
難
無
名
戦
士
精
霊
の
菩
提
を
圓
に
せ
ん
と
こ
そ
（
中
略
）	

依
っ
て

観
世
音
菩
薩
の
慈
恩
に
酬
い
ん
が
た
め	

茲
に
無
縁
の
供
養
塔
建
立
の

発
願
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…

　

昭
和
六
十
五
年
十
月
吉
日

　
　

帰
り
山
観
音
堂

　
　
　
　
　

堂
主
…
…

こ
の
無
縁
塔
の
碑
文
は
Ｆ
氏
の
話
を
元
に
、敦
賀
の
あ
る
歴
史
家
に
よ
っ

て
草
案
さ
れ
た
。
彼
は
元
僧
侶
で
こ
の
地
の
霊
水
を
飲
ん
で
体
が
良
く
な

り
、
Ｆ
氏
の
話
に
心
を
動
か
さ
れ
、
当
地
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

古
文
書
や
歴
史
資
料
を
調
べ
て
日
参
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
に
も
伝
承

と
個
人
の
関
わ
り
が
見
出
せ
る
。



180

Ｆ
氏
の
語
り
か
ら

Ｆ
氏
の
行
動
の
な
か
に
は
、
こ
れ
ま
で
人
々
に
排
除
さ
れ
て
き
た
も
の

を
す
く
い
取
る
行
為
が
見
ら
れ
る
。「
ど
う
で
も
供
養
せ
な
あ
か
ん
」「
国

の
隔
た
り
は
な
し
」
と
い
う
言
葉
に
そ
れ
が
表
わ
れ
て
い
る
。
購
入
し
た

土
地
が
処
刑
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
自
身
の
戦
争
体
験
と
兵
士
の
姿
が
重

な
り
、
そ
れ
ま
で
放
っ
て
お
か
れ
た
異
国
の
兵
士
の
霊
を
弔
う
こ
と
に
な

る
。戦

争
で
九
死
に
一
生
を
得
た
こ
と
、
土
地
の
購
入
と
異
人
た
ち
の
供
養
、

清
水
の
湧
出
、
す
べ
て
観
音
様
の
仏
縁
で
繋
が
っ
て
い
る
と
語
ら
れ
て
い

た
。

︻
Ｇ
氏
︼
男
性
、
一
九
二
九
年
生
ま
れ
、
江
良
（
隣
村
）
在
住
、
同
出
身

　

二
〇
一
四
年
四
月
四
日
・
五
月
四
日
聞
き
取
り

供
養
者
の
存
在

Ｆ
氏
の
奥
さ
ん
は
、
首
取
や
そ
の
付
近
に
小
さ
い
墓
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
話
し
た
が
、
Ｇ
氏
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
話
を
お
聞
き
し
た
。
し
か
し
、

Ｇ
氏
の
話
で
は
墓
で
は
な
く
、
お
地
蔵
さ
ん
で
あ
っ
た
。

　

国
道
改
修
時
に
掘
り
起
こ
し
た
ら
、
村
境
の
国
道
沿
い
に
地
蔵
さ

ん
が
い
っ
ぱ
い
出
て
来
た
。
で
も
、
全
部
頭
が
欠
け
て
い
る
。
だ
か

ら
村
と
し
て
は
祀
っ
た
り
弔
い
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
信
仰
の
あ

る
人
が
花
を
あ
げ
た
り
、
祀
り
事
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
れ
で
、
そ
れ
ら
を
国
道
向
か
い
の
山
裾
の
木
の
下
に
移
し
た）

18
（

。

前
は
そ
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
に
年
寄
り
が
前
掛
け
を
作
っ
て
お
参
り
し

て
い
た
が
、
み
な
高
齢
化
し
て
し
ま
い
、
今
は
お
地
蔵
さ
ん
の
上
に

折
れ
た
枝
が
乗
っ
て
い
る
。

Ｇ
氏
の
語
り
か
ら

Ｇ
氏
の
話
で
は
伝
説
の
中
心
地
に
あ
っ
た
も
の
は
首
の
な
い
お
地
蔵

さ
ん
で
あ
り
、
Ｆ
氏
の
奥
さ
ん
の
話
で
は
墓
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
六
三
年
の
国
道
改
修
時
に
移
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
一
致
し
て
い
る
。

お
地
蔵
さ
ん
の
年
代
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う）

19
（

。

Ｅ
、
Ｆ
氏
と
も
に
兵
士
達
の
弔
い
を
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
言
い
伝
え

を
述
べ
て
い
た
が
、
Ｇ
氏
の
聞
き
取
り
か
ら
、
供
養
を
行
っ
て
い
た
人
々

の
存
在
が
わ
か
る
。

︻
Ｈ
氏
︼
女
性
、
一
九
五
五
年
生
ま
れ
、
江
良
在
住
、
同
出
身
、︻
文
献
一
︼

の
家
系

　

二
〇
一
四
年
五
月
二
日
・
五
月
四
日	

聞
き
取
り　

（
一
）
お
祖
父
さ
ん
の
ク
ビ
ト
の
話

彼
女
は
ま
ず
、
お
祖
父
さ
ん
か
ら
よ
く
聞
い
た
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

「
ク
ビ
ト
は
森
が
茂
っ
て
い
て
兵
士
た
ち
が
埋
め
て
あ
る
の
で
、
通
る
度
怖

か
っ
た
。
夜
一
人
で
歩
い
て
い
る
と
、
何
か
辺
り
が
ザ
ワ
ザ
ワ
し
て
亡
霊
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が
出
て
き
た
。
そ
れ
で
、『
出
た
ら
あ
か
ん
、
あ
か
ん
』
と
言
っ
て
追
っ

払
っ
た
」

（
二
）
刀
祢
家
と
氏
神
神
社
（
日
吉
神
社
）

刀
祢
家
の
現
在
の
当
主
は
七
十
五
代
で
あ
る
と
い
う
。
大
化
二
年
に
先

祖
が
氏
神
と
し
て
祀
っ
た
江
良
村
の
日
吉
神
社
）
20
（

と
そ
の
祭
礼
行
事
に
つ
い

て
話
を
さ
れ
た
。

日
吉
神
社
は
山
王
権
現
と
も
呼
ば
れ
、
当
地
の
海
を
渡
る
千
石
船
は
、

海
か
ら
江
良
の
山
を
仰
ぎ
、
そ
の
山
中
に
こ
の
神
社
が
見
え
る
と
帆
を
下

ろ
し
、
乗
員
は
神
社
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
拝
ん
だ
と
い
う
。『
江
良
浦

刀
祢
由
緒
覚
書
写
』
に
は
「
江
良
氏
神
山
王
権
現
ハ
我
等
ノ
先
祖
ニ
而
御

座
候
、
古
ヘ
神
い
く
さ
の
時
さ
ん
か
ん
た
い
ち
（
三
韓
退
治
）
の
後
江
良

山
権
現
と
祝
申
ニ
付
、
…
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
敦
賀
郡　

亥
六
月

十
日　

江
良
刀
祢
…
」
と
あ
る）

21
（

。
ま
た
、
敦
賀
市
内
の
気
比
社
領
に
は
江

良
川
と
い
う
川
が
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

Ｈ
氏
の
語
り
か
ら

彼
女
の
語
り
か
ら
、
江
良
村
の
刀
祢
家
は
、
昔
蒙
古
来
攻
で
活
躍
し
た

そ
の
先
祖
に
よ
り
伝
説
地
一
帯
、
特
に
敦
賀
湾
に
お
い
て
絶
大
な
権
力
を

有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
口
碑
と
同
様
、
お
祖
父
さ
ん
の
話

か
ら
は
、
処
刑
地
・
ク
ビ
ト
は
、
勝
者
の
後
裔
さ
え
も
通
る
の
が
恐
ろ
し

い
場
所
で
あ
っ
た
。

四・二　

地
元
の
人
の
語
り
か
ら
の
考
察

伝
説
の
中
心
地
は
地
域
の
人
々
に
怖
れ
ら
れ
、
伝
説
は
本
当
に
あ
っ
た

こ
と
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
Ｇ
氏
の
話
か
ら
、兵
士
達
の
鎮
魂
を
行
っ

て
い
た
人
々
の
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
現
代
の
人
々
か
ら
忘
れ

去
ら
れ
埋
も
れ
て
い
た
お
地
蔵
さ
ん
か
ら
、
昔
の
人
た
ち
の
心
情
が
窺
わ

れ
る
。
そ
こ
に
は
文
献
や
口
碑
に
は
表
れ
な
い
地
元
の
人
々
の
心
│
た
と

え
異
賊
で
あ
っ
て
も
死
を
悼
む
心
│
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｆ
氏
の
行

動
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、多
く
の
伝
説
の
足
場
が
消
え
て
い
っ
た
。
ク
ビ
ト
周
辺
に
あ
っ

た
首
の
な
い
地
蔵
群
は
一
九
六
三
年
に
国
道
改
修
工
事
で
別
の
場
所
に
移

さ
れ
、「
追
岩
」
は
一
九
七
四
年
の
防
波
堤
工
事
で
壊
さ
れ
た
。
そ
の
時
期

は
い
ず
れ
も
日
本
の
高
度
成
長
期
と
一
致
し
て
お
り
、
伝
承
の
跡
は
当
時

価
値
が
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

五　

お
わ
り
に

文
献
と
聞
き
取
り
か
ら
伝
説
の
変
移
と
そ
の
背
景
、
人
と
伝
説
と
の
か

か
わ
り
、
ま
た
伝
説
の
現
在
を
ま
と
め
る
。「
蒙
古
来
攻
伝
説
」
は
、
大
陸

交
通
の
要
衝
地
が
有
す
る
二
面
性
、
す
な
わ
ち
、
時
を
定
め
ず
渡
り
来
る

対
岸
の
人
々
に
対
す
る
「
歓
待
と
忌
避
」（
浅
香　

一
九
八
七　

二
八
九
）

の
思
い
を
併
せ
持
つ
、
と
い
う
土
地
柄
故
に
生
ま
れ
た
。
防
御
を
託
さ
れ

た
神
社
の
地
位
の
上
昇
と
地
元
で
功
名
の
あ
っ
た
家
系
に
よ
っ
て
「
成
長
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発
展
」
し
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
人
々
は
伝
説
に

つ
い
て
、
よ
り
素
朴
に
、
敵
将
を
追
い
回
し
た
追
岩
、
そ
の
首
を
取
っ
た

坂
、
処
刑
地
ク
ビ
ト
な
ど
を
主
要
な
事
物
と
し
て
選
び
受
け
入
れ
、
伝
え

て
き
た
。

地
域
の
人
に
と
っ
て
、
処
刑
地
は
無
名
兵
士
た
ち
を
排
除
し
た
そ
の
結

果
と
し
て
の
、「
異
界
」
）
22
（

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
地
域
の
人
か
ら
恐
が
ら
れ
、

「
異
人
の
埋
葬
地
」
と
い
う
、
い
わ
ば
「
異
人
、
異
類
の
住
む
と
こ
ろ
の
連

想
」（
坂
本	

一
九
九
七　

二
一
〇
～
二
一
一
）
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
民
話

や
語
り
が
表
わ
す
「
恐
ろ
し
が
っ
た
ん
じ
ゃ
」「
ク
ビ
ト
通
る
と
夜
は
だ
め

だ
よ
」
な
ど
の
よ
う
に
、
恐
怖
を
伴
う
そ
の
場
が
伝
説
と
地
元
の
人
を
結

ぶ
結
節
点
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
地
域
の

人
々
が
、
口
伝
え
に
耳
に
し
た
り
、
文
字
を
追
っ
た
り
し
た
こ
の
伝
説
に

関
し
て
、
そ
れ
が
事
実
、
歴
史
で
あ
る
と
認
識
す
る
の
に
十
分
な
場
が
処

刑
地
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
日
々
の
暮
ら
し
の
外
に
あ
る
が
、
恐
怖
を
伴
う

が
ゆ
え
に
伝
説
が
想
起
さ
れ
る
場
で
あ
り
、
人
々
に
蒙
古
と
戦
っ
た
と
い

う
こ
と
が
実
感
を
も
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
場
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
語
り
か
ら
、
過
去
に
あ
る
人
々
が
異
国
に
散
っ
た
兵
士
た
ち
の

た
め
に
地
蔵
を
造
り
、
花
を
手
向
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

「
異
界
」
に
放
置
さ
れ
た
屍
は
、
共
同
体
で
祀
ら
れ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
過
去
に
弔
い
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
記
憶
の
跡
は
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の
国
土
開
発
時
に
意
味

を
与
え
ら
れ
ず
、
そ
の
時
期
に
衰
退
期
を
迎
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
な

か
、
伝
説
の
中
心
地
に
入
っ
た
あ
る
由
縁
者
に
よ
っ
て
、
衰
え
て
き
た
伝

説
が
よ
み
が
え
り
、
息
を
吹
き
返
し
た
。
信
仰
を
伴
っ
た
不
思
議
な
話
が

伝
説
に
付
加
さ
れ
、
地
元
の
人
の
み
な
ら
ず
、
水
を
求
め
て
や
っ
て
来
る

人
々
が
そ
の
地
に
あ
る
碑
文
な
ど
に
よ
り
、
歴
史
や
言
い
伝
え
を
改
め
て

知
る
こ
と
に
な
る
。
伝
説
の
現
在
を
見
る
と
、
新
し
く
再
生
創
造
さ
れ
、

そ
の
空
間
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
伝
説
は
生
成
↓
成
長
発

展
↓
衰
退
↓
再
生
再
興
と
い
う
流
れ
を
経
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
蒙
古
来
攻
」
伝
説
は
そ
の
根
を
下
ろ
し
た
風
土
、
時
代
、
社
会
背
景
の

な
か
で
、「
個
々
人
の
次
元
」（
湯
川　

一
九
九
八　

十
五
│
二
五
）
と
そ

の
思
い
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
、
現
在
も
時
代
と
と
も
に
変
容
し
つ
つ
そ
こ

に
存
在
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
時
代
の
個
々
人
の
心
情
や
行
為
は
文
献
、
口
碑
な
ど
に
表

れ
ず
、
あ
る
物
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
と
き
が
あ
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
当
伝
説
の
現
在
を
見
る
と
、
そ
れ
は
と
き
に
人
の
人
生
を
変
え
る

力
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
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